
第1章　戦略の策定にあたって

○戦略策定の背景・基本的な考え方 ○生物多様性くまもと戦略（前戦略）の取組み状況

○戦略の基本的事項

　　位置づけ・対象とする期間・対象区域

第2章　生物多様性の現状と課題

○生物多様性の恵みと危機

○生物多様性をめぐる国内外の動向 ○熊本県の生物多様性の現状と課題

　　ＳＤＧｓ、新型コロナウイルス、気候変動、３０ｂｙ３０ 　　気候と地形、植物、動物、生態系の概要

　　海洋プラスチックごみ、自然を活用した解決策（ＮｂＳ） 　　危機の現状、現状に対する課題

　　国の動き、県の動き、県内市町村の動き

第３章　戦略の目標

２０５０年ビジョン（長期目標）

２０３０ミッション（短期目標）

１ 多様な生態系の維持回復 ４ 外来生物の侵入や蔓延の防止

２ 種の絶滅の防止 ５　一人ひとりが生物多様性を守り生かす社会づくり

３ 生態系サービスの持続可能な利用 ６ 気候変動をはじめとする社会課題の解決と生物多様性保全の両立

第４章　行動計画

１ 多様で健全な生態系の保全

外来生物対策（外来生物の侵入と蔓延の防止の1施策）

２ 生物多様性の恵みの持続可能な利用

農林水産業における生物多様性への配慮（生物多様性を重視した農業生産の推進など8施策）

野生鳥獣の管理と有効利用（野生鳥獣の保護・管理、ジビエの推進など2施策）

開発や公共事業における生物多様性への配慮（環境アセスメントや各種公共工事における配慮など6施策）

３ 生物多様性を守り生かす社会づくり

普及啓発や環境教育の推進、県民と連携した生物多様性の保全（普及啓発事業の充実など4施策）

消費活動等における普及啓発や消費者教育の推進（食品ロスの削減など2施策）

生物多様性・自然資本に配慮した事業活動の推進（企業等による森づくりの推進など2施策）

自然環境の保護と利用の好循環の形成（国立公園の利用促進など2施策）

伝統知や自然観の継承（自然的名勝、天然記念物の保護管理の1施策）

第５章　戦略の推進体制と進行管理　

○戦略の担い手と求められる役割

　　県民、環境保全活動団体・学校等、大学等研究機関、企業、農林水産業者、市町村、県

○多様な主体の協働・連携

○進行管理と今後の改定

森林、里山、草原、都市、川、海などの多様な生態系の保全（森林環境保全、草原の維持再生など8施策）

希少野生動植物生息地保護区などにおける指定種や生息環境の保全（希少野生動植物の指定など3施策）

　生物多様性の維持・回復と持続可能な利用を通じて、熊本県の生物多様性の状態を更に豊かなものにすると
ともに、生態系サービスを将来にわたって享受できる自然共生社会を実現する。

生物多様性くまもと戦略2030の概要
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